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Abstract 
The 43th National Hospital Organization Fukuoka Hospital Summer Camp was held in 
2013. Pharmacy students of Daiichi University of Pharmacy participated in this camp as 
student volunteers. 
The purpose of this study is to report on this camp and to clarify effect of pharmaceutical 
education on undergraduate pharmacy students of experience learning to this camp.    
Questionnaire survey for pharmacy students was carried out. The survey included questions 
about knowledge of childhood allergy, mastery of basic techniques for therapy and 
examination, learning of basic medical behavior, understanding of childhood growth and 
development, cooperative attitude of medical staff in general treatment with the patient and 






We compared the percentage of understanding “Yes” in self-assessment of each survey 
item (%) of pharmacy students in this survey with those of medical/nurse students in previous 
study . It was found that pharmacy students obtained generally high self-assessment of each 
survey item.  
In conclusion, it was suggested that this camp was useful for exposing undergraduate 
pharmacy students as well as medical/nurse students to children with allergy. 
 












( 1) 仲間意識の成立(孤立感からの開放)、2) 自我確立のきっかけ(依存傾向からの
脱却)、3) 自発性、積極性の回復(日常生活への自信))、③医学研究的効果( 1) 行動
や心理の観察、2) 情報の収集)があげられる 1)〔図 1〕。 
 
















主催)の学生リーダー(学生ボランティア) 26名のうち、実務実習中の薬学部 5年 2

































1) 第 43 回ふくおか病院サマーキャンプの概要〔図 3〕 
第 43回 ふくおか病院サマーキャンプの概要は、期間は、平成 25年 8 月 20日(火)
～8 月 23 日(金)の 3 泊 4 日、場所は、佐賀県波戸岬少年自然の家、参加人数は、125
名(男：62名、女:63名)であった〔図 3〕。参加人数の内訳は、アレルギー児童 55名
(男：41 名、女：14 名)、病院スタッフ 23 名(男：9 名、女 14 名)〔医師 7 名、看護
師 10 名(AE3 名)、薬剤師 2 名、管理栄養士 1名 他〕、学生リーダー(学生ボランティ
ア) 26名(男：8名、女：18名)、研修生 10 名(男:2名、女：8名)〔看護師 5名、保
健師 1 名、他〕、医療ボランティア 11 名(男:2 名、女：9 名)〔医師 1 名、看護師 8







図 3 第 43 回ふくおか病院サマーキャンプの概要  
 
 
2) 第 43 回ふくおか病院サマーキャンプ学生リーダーの所属〔図 4〕 
 第 43回 ふくおか病院サマーキャンプ学生リーダーの所属 (N=26名)は、看護大
学 Aが 13名、看護大学 Bが 3名、看護学校 Cが 3名、第一薬科大学が 3名(1名欠席
で、実際の参加者は 2名)、鍼灸マッサージ専門学校・教育学部・法学部・その他が




図 4 第 43 回ふくおか病院サマーキャンプ学生リーダーの所属 (N=26名) 
 






















































と先行研究 2)の「臨床実習前の医学生・看護学生(N=24)」との比較を行った〔図 7〕。 
 
































接することで病気全体の体験学習が有意義であった。(薬学生 100% vs. 医学生・看護
学生 88%)」、「思いやりのある医療の大切さを実感できた。(薬学生 100% vs. 医学生・
看護学生 71%)」、「医療現場の大変さを知ると同時に医療のやりがいを感じた。(薬学










具をみることができた。(薬学生 100% vs. 医学生・看護学生 4%)」、「吸入器の種類の 
－24－ 
 
多さを知ることができた。(薬学生 100% vs. 医学生・看護学生 4%)」、調査項目③
「基本的態度の学習」における「患児との信頼関係の構築が必要であることを感じた。
(薬学生 100% vs. 医学生・看護学生 4%)」、調査項目④「成長発達の理解」における
「学童の成長発達における年齢差を感じた。(薬学生 100% vs. 医学生・看護学生 4%)」、 
調査項目⑤「患児とその家族を含めた包括的医療における医療チーム活動の協調的態

















法の時間的大変さ(薬学生 0% vs. 医学生・看護学生 17%)」、調査項目④「成長発達の




























2.  サマーキャンプ体験学習によるサービス・ラーニングについて 
「平成 26年度 アレルギー児対象サマーキャンプ教育スタッフ養成研修」が、平
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資料 2 「平成 26 年度 アレルギー児対象サマーキャンプ教育スタッフ養成研修」
プログラム 
 
 
